
　ヒートアイランド現象や地球温暖化による影響のひとつとして、熱ストレスの増大が

指摘されています。一般環境における熱ストレスの増大は、日常生活における熱中

症発症のリスクを高めます。�

　従来、熱中症は、多くは高温環境下での労働や運動活動で発生していましたが、

最近では日常生活においても発生が増加していると言われています。また、体温調

節機能が低下している高齢者や、体温調節機能がまだ十分に発達していない小児・

幼児は、成人よりも熱中症のリスクが高く、更に注意が必要です。�

　熱中症の症状は一様ではなく、症状が重くなると生命へ危険が及ぶこともあります。

しかし、適切な予防法を知っていれば、熱中症を防ぐことができます。�

　このマニュアルは、保健師など保健活動に指導的にかかわっている方 を々はじめ、

多くの一般市民の方々に、我が国の一般環境の状況と熱中症についての新しい科

学的知見や関連情報をご紹介するために作成しています。今般、最新の知見を踏

まえて平成20年度版として改訂しました。�

　ひとりひとりがヒートアイランド現象や地球温暖化の防止に努めるとともに、熱中症

についても正しい知識を持って予防を心がけること、そして、熱中症になったときに

適切な処置を行うことができるよう、多くの方々に本マニュアルが広く活用され、熱中

症予防の一助となることを期待いたします。�

　本マニュアルの策定にあたりご協力をいただいた編集委員の皆様をはじめ、関係

者の皆様に厚く御礼申し上げます。�
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